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0 はじめに

｢うおっきりん｣とは,法律用語としては ｢魚つき保安林｣と称されるもので,主として

海岸や河川湖沼沿いなどの森林を農林水産大臣が保安林として指定したものである (森林法

第25条)｡ただし,森林法第40条の規定により,魚つき保安林の指定の権限は都道府県知

事に委任されているO ｢うおっき｣の表記には,現行の森林法第25条では ｢魚っき｣が用

いられているが,一般的な表記として,ほかに,｢魚付 (き)｣｢魚附 (き)｣｢魚着 (き)｣
などが使用されている｡また,地方によっては ｢うおっけ｣ (主として関西)ということも

あり,さらに ｢魚蔭 (うおかLjjl林｣ (岩手県),｢鯨漁場魚付山 (山口県),｢網付林｣ ,
｢魚寄林｣となどと称されることもある｡拙稿では,法律上の ｢魚っき保安林｣として指定

されていない内陸森林も含めて,その役割を考察するため,以後,一部の引用などを除き,

｢魚附林｣という表記を基本的に使用する｡

日本での魚附林思想の源流は,若菜がこれまで入手した記録では,古くは1600年代初頭

まで遡ることができる｡例えば,佐伯藩 (藩域は現在の大分県南部)の藩主であった毛利高

政が津組 (津久見)の百姓たちに与えた元和9年 (1623)9月19目付の御触書では,イワ

シ漁業振興のため,津久見浦の山で焼畑を行うことや湾内の小島の草木を伐採することなど

を固く禁じていた1)｡江戸時代の魚附林や森林法に規定された魚つき保安林は,基本的に海

岸 ･湖岸などに限定されているoそれに対 し,本稿で取り上げる1900年代初頭以降の ｢現

代魚附林思想｣は,海から遠く離れた内陸森林の機能に目を向けているのが特徴である｡

さて,森林総合研究所の河合英二 (2001)は ｢森林と水産資源の関係については,科学的

証明が難しいこともあり,その相関関係は必ずしも明らかになっているとはいえないO しか

し,漁業関係者が自ら森林整備に乗り出した事例が全国的に広まっているo魚っき林の効果

として共通に考えられているものは,魚類の生息と繁殖を助ける静穏な環境の保全,水面に

投影される暗影,林内の腐葉土が良質の栄養分を海-補給しプランクトンを育てる効果,負

類などの飼料を河川,海洋に供給する効果,土砂流出防止および地表流調整と考えられる｣

とし,それ以外にも,水温維持機能や防風効果についても言及している2)0

上記事典のように ｢森林と水産資甑の関係については,科学的証明が難しい｣と指摘され
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図1 遠藤吉三郎 ･犬飼哲夫 ･三浦正幸 ･大滝重直 ･柳沼武彦等の活動概念図

表2 遠藤吉三郎 ･犬飼哲夫 ･三浦正幸 ･大滝重直 ･柳沼武彦の活動

氏名など 職歴など 発表年 地域社会への貢献など 他者の評価 主

たる主張遠藤吉三郎 1902, 片EE]食 (東京

教授)1
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ている課題に･100年以上も前から札幌農学校 (現 ･北海道大学)の教授らが綿綿とした研

究を行っていたoもちろん･今日の研究の到達点からみれば,かつての彼らの研究結果に対

しての批判もあるO しかし,彼らの研究や言説は現在の漁民の植樹活動開始に影響を与えた

のである｡

1 遠藤吉三郎の磯焼け原困説

190卜 1921年に渡って札幌農学校水産学科 .東北帝国大学農科大学水産学科 ･北海道帝

国大学附属水産専門部の教授であった水産植物学者の遠藤吉三郎 (187小一1921)は,1900

年代初頭から ｢磯焼け｣の原因が ｢水源地方ノ森林ノ濫伐｣にあると主張していた (1903,

1911,など)｡なお,｢磯焼け｣とは ｢海の砂漠化現象｣とも呼ばれるもので,｢海中林な
ど直立する海藻群落が消滅し,最終的には無節サンゴモが優先する群落になる｣ 3)という現

象である｡日本では,明治時代初期から ｢磯焼け｣に関する自然科学的研究の蓄積 ･歴史4)

がある (文末の ｢<資料>犬飼哲夫& ｢磯焼け｣研究&北海道大学水産学部など関連年表｣
も参照)0

遠藤は,19世紀末からその現象が知られていた磯焼けに関する調査 ･研究を行い, 『海藻

磯焼調査報告』 (農商務省,1902年5月脱稿,1903年発行)を著 した｡遠藤は,この報告

書において, ｢海藻磯焼ノ現象ナルモノハ地殻ノ変動二困リテ来リシニ非ズ生物ノ生存競争
ノ結果ニモアラズ又海藻濫獲ノ為ニモ非ズ其原因タ′レヤ被害地ヨリ造カニ距リタル山林濫伐

ノ結果二基ツクモノ 如ゝシ｣, ｢水源ノ樹木繁茂シ平時卜出水時 卜其水量二多大ノ差異ナキ
ニ至リテ始メテ汽水区域消長区域共二一定シ淡水ノ消長今日ノ如ク甚ダシカラザルニ至ラン

此時二及パパ消長区域ノ海藻及ヒ魚介ハ略ボ一定シ磯焼区域二淡水ノ襲来スルコトナク随テ

適度ノ逆潮卜黒潮卜互二相往来シ海藻繁茂シ魚介ノ増加ヲ見ン｣ (p.31)と結論づけていた｡

ちなみに,『広辞苑第五版』による磯焼けの説明 ｢海水の塩分の減少などによる磯の海藻の
枯死｣は,遠藤の説によるものと見ることができる｡

他九 この遠藤の説について,谷口和也 (1998)は, ｢この考えは 実証されておらず,
現在では否定的である｡ とはいえ, 沿岸域の保全にとって重要な提案を,一九〇二年当時

に行っていることは注目されてしかるべきであろう｣としている5)0

遠藤のこのような主張は,その後,磯焼け研究史において例外的であった｡その後の磯焼

け研究は,長期間にわたる実証研究の蓄積に当てられることになる｡

遠藤は48歳で他界 したが,当晩 日本の海藻類学の泰斗 ･双壁などと称され,また北大

随~といわれる名物教授であり,学生にも人気が高かった｡ ｢遠藤の人格は生徒に大いに影

響を与え,そこから水産魂と呼ばれる水産生特有の気質が生まれた｣ 6)と言われている｡な

お,遠藤は北大を揺るがした ｢遠藤事件｣7)により1919年3月5日に休職処分を受け,そ

の後北大に戻ることはなかった｡遠藤は,また,両杖式のノルウェー式スキーを日本に初め

て持ち帰 り紹介したこと (1916年),スキーの教本 『最新スキー術』の発刊 (1919年,後

に日本の遺伝学のリーダーとなる木原均との共著), 日本最初のジャンプ台の製作などによ

り,日本スキー史にも名前を連ねている｡ ｢西洋思想｣を批判するなどの著作8)も多く,良

村抱月翻訳のイプセン作 『人形の家』の誤訳を抱月に指摘するなど,逸話の尽きない著名人

でもあった｡



2 犬飼哲夫の ｢内陸森林すべてが魚附林｣との主張および行動

さて,1930年代から森と海の関係の調査を開始 し明確な主張をなしたのは犬飼哲夫

(1897-1989)であるO犬飼は,1916年東北帝国大学農科大学予科 (現 ･北大)に入学し,

1919年に北海道帝国大学農学部農業生物学科に進学し,第一期生として1922年に同学科を

卒業した｡犬飼は,1916年から1919年の間,予科学生として遠藤と札幌の同一キャンパス

で過ごしていることになるOその後,1922-1961年に渡り,北大農学部助手 ･助教授 ･教

授を歴任 (この間,1930年以降は理学部教授を兼務)し,1947-1949年の間は函館水産専

門学校長を務めた｡札幌の北海道大学農学部水産学科が函館に移転し,函館水産専門学校と

ともに,1949年5月31日,北海道大学水産学部 (函館)となる｡

1930(昭和5)年3月27日に,北海道帝国大学に理学部が設置され,犬飼は理学部教授

を兼任する｡そして,翌年の1931年には北海道厚岸に理学部附属臨海実験所が開設される｡

厚岸に臨海実験所が設立されたのは,地元漁業者の要望と協力によるものであったo厚岸の

カキは元々 ｢北海の三絶｣の-と称され,当地はカキの-大産地であった｡ しかし,大正時

代にその減少が目立ち始め,昭和の初期には絶滅状態に追い込まれていた｡この原因の究明

を厚岸の漁民たちは,設立されたばかりの理学部に要望し,また実験所の建物などを大学に

寄付したのであった｡

犬飼は,臨海実験所開設と同時に,厚岸湖のカキの調査を開始し,西尾新六とともに研究

にあたったO約5年後に研究をまとめ,1937年,北海道帝EEI大学農学部紀要第40巻,に西

尾 との共著論文 "AlimnologicalstudyofAkkeishiLakewlthspecialreferencetopropagatlOnOf

theoysterrlを発表したO共同研究者の西尾は,後に戦争のさなか,若くして満州で死去したO

犬飼 ･西尾の研究の結論は次のようなものであったoカキの繁殖時は7I8月で,初め浮

遊性の幼生は間もなく他物に附着して種ガキとなり生長するOこの7I8月頃は厚岸地方の

最大雨量の時期に当たり,厚岸湖に注ぐ二つの大きい河川のべカンベウシ川と尾幌川から多

量の淡水が厚岸に注ぐ｡ベカンべウシ川の上流はかつて彰蒼たる大森林だったが,調査時点

では笹山になっていた｡この状態では,降雨によって一時に出水した河川は著しく多量な土

砂を運び出し,そのため降水時には厚岸湖の水が連日混濁し,流れ出た泥土は更に湖の中に

流れ込み潮流で更に混乱して湖一面に広がり,平穏な所では厚く沈殿をなし,湖底や湖中の

総てのものを泥で包むようになる｡このために河口に近い部分では温度の急激な変化と,潮

流の急激なためカキの生活に不適な状態が生じ,一方せっかく着生して繁殖し出した種ガキ

も泥で蔽われて窒息して死滅するものが多いOそこで結局丈夫な親ガキだけが残り,弱い子

ガキが死ぬから全体として厚岸湖ではカキは減少の一路を辿って来た｡これは明らかに上流

地方の山村の荒廃の影響であったとした｡

ただし,今日では,この説に対しては批判があるO西浜雄二 ･北海道立栽培漁業総合セン

ター場長は,犬飼の ｢わが国の山林全部が魚附林である｣との観点は画期的なものであると

評価 し,そして内陸森林が厚岸湖-の土砂流入を防止するとの犬飼らの指摘には賛意を示し

つつも,森林荒廃によって厚岸湖に注ぎ込む河水の温度低下が生じそれがカキ減少につながっ

たとの犬飼 らの研究結果に対しては, ｢厚岸湖における百年にわたる調査研究による資料が
『森林荒廃が厚岸牡蛎の衰退原因である』という説を必ずしも支持しない｣として反対し,

乱獲がカキ減少の主原因であったとしている9)0

犬飼はその後も,01938年 ｢山林が漁業に影響する実例｣『北海道林業会報』1月号,0
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1951年 ｢森林と水産業｣ 『樹氷』(帯広営林局)11月号,01965年 ｢自然保護とそのあゆみ｣

『札幌林友』(札幌営林局)No･121,01970年 ｢カキ｣ (『わが動物記』暮しの手帖社,所

収),01973年 ｢自然の保護について｣ (#境庁長官官房総務課編 『生命ある地球-環境週

間記念講演集』帝国地方行政学会,所収),01976年 ｢森林と水の問題｣ 『北方林業』

No･29,01985年 ｢動物学六十年｣ (北海道新聞社編 『私のなかの歴史4』北海道新聞臥

所収),と発表を続けた｡1951年の上記文献では ｢わが国の山林全部が魚附林である｣と主

張していた｡

犬飼はまた,1937年には,厚岸のカキを復活させるために稚貝を宮城県松島や北海道佐呂

間から厚岸に移入することの提案を行った｡漁民はそれを実行し,カキの養殖の一応の復活

に成功したのであった.そして,犬飼の主張は,後に ｢昭和の大造林｣と呼ばれる根釧台地

のパイロット･フォレス トの事業の1957年の開始に結実していく10)0

1947年から1949年にかけては,犬飼が函館の水産専門学校の校長を兼任していたとき,

青森県の依頼により,三年間で水産学校総動員による青森県の水産資漁調査を行ったOその

結見 下北半島の尻屋崎でのアワビ不漁の原因が海岸の松林の戦時中の伐採のためであるこ

とを突き止める｡この調査により,不漁の状態から早期に脱することに貢献した｡

犬飼がこのような主張を行い,それがまた少なくとも北海道や青森県を中心に実際的な影

響力をもったのはなぜか｡次の点を指摘できると考えるO

第1に,犬飼が所属したのは,北海道 (帝国)大学では,農学部,理学部,そして一部講

義を犬飼が担当した北海道帝国大学附属水産専門部,北大教授兼任であったが校長を務めた

函館水産専門学校などであるoこれらの複数 ｢学部｣にまたがる犬飼の複眼的とでもいうべ

き学問的バックボーンがあった｡

第2に,犬飼の近隣には,そしてまた同時代的には,札幌農学校水産学札 北大農学部水

産学札 附属水産専門部,函館高等水産学晩 函館水産専門学校らの諸学校を通じて,遠藤

吉三郎 (1903,1911など),岡村金太郎 11)(1915),木下虎一郎 (1935,1947)などの磯焼

け研究,そして,北大理学部における山田幸男 (1948,1955)など,また,北大水産学部に

おける田村正 (1951),近江彦栄 (1951)などの磯焼けに関する実証研究の蓄積があった｡

第3に,地元漁師の協力で設置された理学部附属厚岸臨海実験所 (193卜 )や水産学校総

動員による青森県の水産資鯨調査 (19ぐ卜一1949)に現れるように,地域の漁民たちと当初か

ら連携し,かつ具体的で政策的な提案がみられた｡

3 三浦正幸の ｢ニシン消滅は北海道内陸森林の荒廃のため｣との主張および行動

三浦正幸 (1913-1985) (北海道林務部,後に北海道立林業試験場特別研究員)は,｢こ
んぷ激減の理由｣ 『林』 (北海道林務部広報誌)1952年9月号,で森林と水産の関係につい

ての主張を行った｡ここでは,昭和20年代の磯焼けによるこコンプ激減の理由(｢仮説｣)

を ｢戦時中と戦後の過伐乱伐によって森林は荒廃し,針菓樹林は激減した｣ためであるとし

た｡また,三浦は,｢森林の荒廃と沿岸漁業の不振｣ 『林』1955年9月号,を発表し,ニシ
ンの不漁の原因が内陸森林の荒廃であると主張した｡

その後,三浦は1970年代に入 り立て続けに一連の論文を発表する :O｢北海道春ニシン
の消滅とその復興｣ 『水産界』 (大日本水産会)1971年2月号,O｢北海道春ニシンの消滅
と内陸森林｣ 『グリーンエイジ』 (日本緑化センター)γol.21,No.7,1971年,O｢北海
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表3 犬飼哲夫 ･三浦正幸の発表誌などの比較

年 犬飼哲夫 (1897.-1989) 三浦正幸 (1913-1985

)1937(S.12)

1938(S,

13)1941(S.16)

1951(S.26)

1952(S.27)

6 7(全2ぺ)o

1955(S.30)

ぺ).1965(S.40)

1970(S.45)

版?)ら

1971(S.46)

1972(S.47)

1973(S.



道春ニシンの消滅と森机 『北海道自然保護協会誌』第 10号,1972屯 Or森林の機能-
森林と水産資漁の関連について｣『北方林業』第25巻6号 (1973年3月 16El(受理))で
ある｡

犬飼と三浦は,1952-1975年にかけてその主張が重なっている｡また,三浦は,1941年

の春ごろ北大農学部在学時代の ｢魚付林の講義のさなか,ふと内陸森林と沿岸海魚田の関係

に想いを回らせたJことを記 している(三浦の上記 (1971,1972)のいずれにも同様の記述

あり)oこの ｢魚付林の講義｣とは,八谷正義 (やたかい まさよし)教授が担当した ｢林政

学｣であったO1941年の時期には,犬飼は北大農学部の教授であったし,｢森林と漁業の関
係｣に関してすでに二つの報告を行っていた (1937,1938)｡また,三浦の卒業論文の指導

教官であった大洋正之教授 (森林利用学講座)と犬飼とは,親友同士であった｡犬飼が魚附

林に関して発表した雑誌も,林業関係のものが多い :1938『北海道林業会報』,1951『樹氷』

(帯広営林局),1965『札幌林友』(札幌営林局),1976『北方林業』｡三浦の発表物につい

ても同様である:1952『林』,1955『林』,1971『林』,1972『北海道自然保護協会誌』,

1973『北方林業』｡とくに, 『北方林業』誌には,三浦が1973年,犬飼が1976年と,近い

時期に論文が提出 ･印刷されており,犬飼 ･三浦が互いの仕事を知らないということは考え

づらいo しかし,犬飼が三浦の仕事に直接言及することはなかった｡また,三浦が犬飼の名

前や仕事について発言したことを,三浦の友人も聞いた覚えはないという｡

さて,三浦の仕事を全国に知らしめるのに功罪半ばする役割を果たしたのが, 作家 ･大

滝重直 (1910-1990)であるo大滝は1974年に, 『ニシン山に登る』を参玄社から出版し

たo参玄社はその後まもなく倒産したため, 『ニシン山に登る』は一部の者だけに知られる

｢幻の本｣となったが,15年後の1989年に国書刊行会から復刻された｡若菜は,この本の

核心部分である第4章 ｢『森林』との対面｣の主要記述が,三浦 『グリーンエイジ』誌論文

の ｢脚色化｣とでもいうべきものであり,多くの誤情報が混在していることを指摘した12)0

しかし,その後,世人が三浦の仕事を知ることになるのは,そして, 『ニシン山に登る』と

いうユニークな書名とその記述によって ｢森と海｣の関連-の関心を喚起したのは,大滝の

この著作の功績であった｡

現時点では,遠藤 ･犬飼 ･三浦 ･大滝の位置と役割を次のように整理することができる｡

遠藤は海藻学者として内陸森林と磯焼けの関連についての先駆的な主張をなした｡犬飼は大

学での自然科学的研究を行うと同時にその研究成果の地域-の貢献をなした｡三浦は北海道

林務行政に属する立場から,森と海の密接な連関を主張し行政の中でそれを実行してきた｡

彼らの言説と行動は,以後の森と海に関する研究 ･行動に影響を与えていく｡

4 漁業者の植樹活動の開始と行政への影響

北海道指導漁業協同組合連合会の指導者の一人であった柳沼武彦は,大滝の著作をきっか

けに三浦の主張を知った｡またそれと相前後して,1975年の全道漁協職員大会での犬飼の講

演に柳沼は出席し,そこで,｢水族を保護するものは内陸奥深く存在する山林の方が重要で,
わが国の山林全部が魚附林であるのである｣との犬飼の主張を知った 13)｡このことを契機

に,柳沼は1988年に始まる北海道漁協婦人部連絡協議会の ｢お魚を殖やす植樹運動｣を指

導 し運動を担った｡ただし,柳沼は大滝の著作により三浦の主張をある程度知っていたが,

三浦の論文 ｢北海道春ニシンの消滅と内陸森林｣ 『グリーンエイジ』1971年を ｢発見｣した
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のは,漁協が植樹運動を実際に始めてから後のことであった 14)0

さて,三浦は北海道林務部などでの勤務時代および論文などの発表時は,北海道水産部な

どか らその主張は実質上無視 された｡ 三浦の活動はマスコミなどで報道 され一部注 目された

ちのの, ｢孤高｣の言説 であった｡三浦 と重なる時期に犬飼哲夫 も ｢森一海｣のシステムに
関する発表 を続けていたが,犬飼 と三浦の直接的な交流はこれまでのところ確認できていな

い｡ その意味で,犬飼 と三浦のそれぞれの言説は ｢森 海｣に関する複層流であった｡ この

両者の複層流を漁協の植樹活動 としてまとめていったのが漁協指導者の柳沼であった｡

さて,1985年の三浦の死後,1988年に開始 された北海道の漁協の植樹運動は,1990年代

以降,北海道水産部 ･林務部 (1997年,両部は統合 されて水産林務部 となった)などの行政

を巻き込むものになった｡1992年4月か ら,北海道 (林務部)は ｢魚をはぐくむ森づ くり対

策事業｣ を開始 した｡他方,国レべ/レでも,1993年に発行 された 『林業 自書 林業の動向に

関する年次報告 平成 4年度』 には,北海道常呂漁協婦人部 の山づ くり ･植樹活動が報告 さ

れた｡環境庁でも,1998年発行の 『平成 10年版 環境 白書 (総説)』の ｢第 2章 国土空間

か らみた循環 と共生の地域づ くり 第 2節 国土を構成する自然的要素を基礎 とした圏域に

おける取組 2 流域圏 を意識 した取組｣の 中 (pp.184-185およびp.186)で,宮城県の

｢森 は海の恋人｣運動をその事例 として取 り上げている｡漁民たちの植樹運動は,国の政策

にも一定の影響を与えるようになったのである｡

注

1)長崎福三によると,魚附林に関して 『源平盛衰記』に ｢魚付の浦をば網人知る｣との記述があるという (長

崎福三 ｢忘れられた魚付林そして沿岸漁業｣『現代農業』1989年11月増刊号,p176)｡とすると,魚附林の
起原は源平盛衰記の成立した鎌創幸代後期から南北朝時代にまでさかのぼることになる｡江戸時代の魚附林思想

の歴史については,若菜博 ｢近世日本における魚附林と物質循環｣ 『水資源 ･環境研究』第17巻,pp53-62,

2004年,を参照｡

2)河合英二 ｢魚つき林｣ (日本林業技術協会 『森林･林業百科事典』丸善,2001年)｡

3)谷口和也 『磯焼けを梅中林-一岩礁生態系の世界』裳華房,1998年,p14｡

4)日本における ｢磯焼け｣についての調査研究は,松原新之助 (1892)によって,古くは1880年頃から始ま

る三重県の志摩沿岸のテングサの減少が報告されている 富士昭 TI-1磯焼け研究の現状｣,p.11の表11お

よびp.21の ｢文献｣を参照 (谷口和也編 『磯焼けの機構と藻場修復』恒星社厚生閣,1999年,所収)｡

5)谷口和也 『磯焼けを海中林-一一岩礁生借系の世界』裳華房,1998年,p25｡

6)北大水産学部七十五年史出版専門委員全編 『北大水産学部七十五年史』北海道大学水産学部,1982年,

p. 170

7)遠藤事件とは,以下の事件である｡

｢遠藤事件 この有名な事件は一九一九年 (大正八)三月 [五日],突然遠藤教授の休職処分が発表されたこ

とで表面化した.ただちに生徒たちから遠藤教授の復職運動が起こり,佐藤 [昌介]総長に懇願したが聞き入れ

られず,やがて生徒の集EE退学届が出たり,文部大臣に陳情するなど,ついには-生徒が憤慨して自殺を図ると

いう騒動に発展した.このため議会でも問題となり当時の中橋徳五郎文部大臣が予算委員会で答弁させられるな

どの事件であった.

ことの起こりは,一九一八年春に藤田 [経信]主事が文部省からニシンの研究費五〇〇円を,他の教官に無断
でもらったというのが理由で,同年九月教官会議に遠藤教授がこの研究費問題を持ち出し,藤田主事を激しく面

責したOついにはそのほかの理由もあって総長攻撃にまで及び,翌年一月十四日から三日間.北海タイムス紙に

遠藤吉三郎署名の ｢我が家｣と題する風刺文が掲載されたBその内容は ｢我が家の大黒柱は腐りかかっているO

あちこちの柱も腐りかかっているが,ことに台所は腐敗して徴菌だらけだ｣という主旨のものであった｡これは

｢我が家｣は大学, ｢大黒柱｣は総長, ｢台所｣は会計課を言外に含めた攻撃文であったので,大学当局は大学

を誹誘するものであるとし,佐藤総長は大学の体面に換えられぬからと休職を命じたのであった｡
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これが世にいう遠藤事件の発端であるO遠藤教授は復職することなく一九二一年三月十四日,仙台の大学病院

で肺結核のため四十八歳で死去した｡事件後の一九二〇年一月,主事は佐々茂雄教授に,生徒監は鈴木率教授に

交代 してこの事件は終息した (『親潮』水産学部五十周年記念誌,一九五七年)(北海道大学編集 ･著作 『北大百

年史一部局史』ぎょうせい,1980年,pp10721073より))｡

8)西洋思想批判の著作としては,例えば,遠藤吉三郎 『鳴呼西洋』博文館,1913年 [大空社 (叢書 日本人論

26)から1997年復刻 (南博監修)], 遠藤喜三郎 『西洋中毒』博文館,1916年 [大空社 (叢書 日本人論 28)

から1997年復刻 (南博監修)]などがある｡

9)西浜雄二 ｢厚岸牡塀の盛衰 (七)｣月刊 『水産北油道』2001年九月号 (第53巻第9号),87頁,等｡

10)パイロット･フォレス トの事業については富山和子 ｢｢水の文化｣とは何か｣第4回 ｢天然ガキをよみがえ

らせた大造林パイロット･フォレストー荒廃した国土から日本人はいかに立ち上がったか (北海道 標茶町 ･厚

岸町)｣ 『水の文化』 (ミツカン水の文化センター機関誌)第6号,2000年を参照｡

ll)岡村金太郎博士は遠藤と ｢好敵手｣の関係であった｡岡村は後に ｢日本の藻類学の父｣といわれ,水産講習

節 (東京水産大学,現 ･東京海洋大学)にも所属した｡

12)三浦正幸と大滝重直の詳細については,若菜博 ｢現代魚附林思想と ｢ニシン山に登る｣一三浦正幸 ･大滝重

直らの ｢森と海｣に関する複層流｣ 『室蘭工業大学紀要』第51号,2001年,pp.147-158を参照｡

13)柳沼武彦 『木を植えて魚を殖やす』家の光協会,1993年,pp46-50｡

14)柳沼武彦 ｢農林漁業の提携による自然生態系の保全｣ (全国農業協同組合連合会 ･全国腹案協同組合中央全

編 『環境保全と農 ･林 ･漁 ･消の提携-地域環境 ･資源の共同管理と推進体制』家の光協会,1999年,所収)

p14｡
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<資料>犬飼哲夫& ｢磯焼け｣研究&北海道大学水産学部など関連年表

凡例 ◎若 菜所蔵,○若 菜 一部 所蔵 を示 す｡(B)欄 の人名 ･事 項 な どの ゴシ ックは北大 関係 事 項｡
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な され た時期 ｣ ,第 3期 (1970-現在 ) ｢仮説構 成 のた めの諸事 実 が明 らか に され た時期 ｣ (富士昭 1999 ) 也
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